
はじめに

この年報は1991年度に当研究所が行った研究前助と どJ[.o止のうち.主~なものを報告すると共

に.子sr・機憐等の事務的tl旺裂をとりまとめ.当該年度における研究所のあゆみをお1介するも
のである。

研究i活動の中心となる発扶t!;O，¥J査は，11H~í臨I!~T't:f跡発抑制査官1¥が24f!I:， 8. 580m2，平減7i[跡発1~~

;~，'，J :fE i~l\が311!1: ， 15.723m'に及び，その中にはキ11変わらず1m発に伴う緊急別査が多く含まれてい

る。飛鳥i也遺跡・ 市民北プJill跡がその代表で，前者は飛，13地域で初めて大規お!な工房跡を発

見し， 7 世紀末の手工業の尖態を生tIることができた。 その成果を 1 992年秋のjlH~資料館特別民

示 rjltnの工房」で発表している。'，li'J王北方遺跡は従来会く予想されなかった依j(，'に大脱棋な

7:f殿と jLIわれる遺跡が発凡されたもので，その主人公の特定を合め範IJ~ TI'{1l認や保存対策が今後

の大きな課題となった。平械1:(幼;1品j係では第二次';Vli:'.:院京第l剖止を;U，'iJ査しこれで第一泣から

第四立に主る南北棟建物について は全谷をw(:rY1すること がで き た。 また ':vJ~i[:ItUiii方の日Wrにつ

いても式部省とその東方'J'fllijを制査し.東方行llijの下肘造桃が奈良11.¥;代iiij.oj".JYJの式部省で，の

ちに兵部省と対称の佼irl~に移ったことが明らかになった。

なおこうした発技ilN，'，J査に伴う新発見でこの年度の特鍛すべき成果としてトイレ遺構の解明が

ある。藤原京右京七条-I)jから発1ft!されたトイレは 得水の;n存だけでなく科学:分析によって
食物政iN，寄生虫の卯などを検/1¥し， トイレillWt ，~，'，] :tf i.去に新しい技術をv'{Il"i[した。 土中からの

)~f~U.J t抗111 1 '，例として我が国11土初の報符であ る。 早述にそれが1，i::. J日され，平減}~(二条二坊のj)jlII J

路両側俳で不明と されていたj立械が水洗トイレであることも']:IJI則した。恐らくこの方法によっ

て今後会国各地でトイレの存紅が確認され 当lI.fの食生前や生活環境を綱11かく知ることができ

るものと思われる。

そのほか鳥取県上;itJ1t守/1'，土の壁ド!日保有・などのIJfJ発的研究が進み また 11~X~資料館ではIJf.Jr.iÏ

15周年記念特別展として， ;llt山とはゆかりの深い下i i.汚から近年の11'，土 11Jl を il'Oll し て rjlU:~の iJf，(

流」民をIJlHIJiしたのも芯:義深いものであった。また文化財保護にかかわる研究協力の一環とし

て.シベリヤ ・パジリク古.tjt発掘に参加するなど.国際化がーJ¥'f'訂正以したのも特記すべきであ

ろう。

今後とも多くの方々のl暖かい御指導，術11愛媛をI!弘りながら.当研究所の発以を!りjしたい。
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